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車いす席もあります
令和 4年  第 1回定例会は
2月16日（水）  開会

　
昨
年
発
行
の
第
42
号
か
ら「
あ
い
あ
い
が
さ
」の
愛
称
で
お
届
け

し
て
参
り
ま
し
た
議
会
だ
よ
り
も
、４
月
の
改
選
を
控
え
、こ
の
メ

ン
バ
ー
で
の
編
集
・
発
行
作
業
は
最
後
と
な
り
ま
し
た
。

　
議
会
に
お
け
る
広
報
活
動
の
重
要
性
に
鑑
み
、
諸
先
輩
方
が
築

か
れ
た
編
集
方
針
を
引
き
継
ぎ
、
か
つ
て
日
本
一
に
輝
い
た
こ
と

の
あ
る「
議
会
だ
よ
り
」の
歴
史
を
汚
す
こ
と
の
無
い
よ
う
、
愛
称

の
募
集
や
紙
面
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
、
誰
に
と
っ
て
も
見
や

す
く
読
み
や
す
い
書
体
（
Ｕ
Ｄ
フ
ォ
ン
ト
）
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、

工
夫
を
凝
ら
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、限
ら
れ
た
予
算
と
紙
面
の
中
で
、よ
り
親
し
ま
れ
る
議
会

を
目
指
し
、そ
の
活
動
や
議
論
の
様
子
を
取
り
上
げ
、わ
か
り
や
す

く
掲
載
し
て
き
た
つ
も
り
で
は
あ
り
ま
す
が
、
慣
れ
な
い
議
員
の

手
作
り
紙
面
で
、
し
っ
か
り
と
そ
の
内
容
を
伝
え
ら
れ
て
い
る
の

か
、手
に
取
っ
て
見
て
も
ら
え
て
い
る
の
か
、い
つ
も
自
問
自
答
の

繰
り
返
し
で
し
た
。

こ
の
２
年
間
、選
任
さ
れ
た
広
報
班
員
と
し
て
編
集
・
発
行
に
携

わ
れ
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
、
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
次
回
か
ら
発

行
さ
れ
る
広
報
紙
の
益
々
の
充
実
を
期
待
し
、代
表
し
て
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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　加治木石は火山の噴出物が堆積したもので地元の各所で採
石されていた。
採れる場所により呼び名も異なりその性質や見かけも異なる。
蔵王嶽の麓で採れる｢二瀬戸石｣が知名度も高く、色は肌色や
黄色がかったのもあり、表面は気泡穴があり、熱に強く加工し
易い。
　加治木町では旧市街地（仮屋町、岩原、萩原、諏訪辺り）に石
門、石蔵、石塀、石庭が見られるが、中でも森山家土蔵や旧郷土
館付属石造倉庫は有名である。

　鹿児島地方家庭裁判所加治木支部は先般改築されましたが、昔の石積は一部再現されています。
加治木石は、現在も取り壊された石材が再加工され、あいら斎場（悠久の杜）にも使用されています。
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東
馬
場
弘
議
長
の
急
逝
に
と
も
な

い
、
令
和
３
年
第
４
回
定
例
会
の
最

終
本
会
議
で
選
挙
を
行
い
、
議
長
に

谷
口
義
文
議
員
を
、
副
議
長
に
和
田

里
志
議
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

　
議
長
は
「
市
民
の
利
益
を
第
一
に

し
た
議
会
運
営
」
を
、
副
議
長
は
「
さ

ら
に
親
し
ま
れ
、
期
待
さ
れ
る
よ
う

な
議
会
を
」
と
の
決
意
表
明
を
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、「
新
庁
舎
建
設
と
ま
ち
づ
く

り
等
調
査
特
別
委
員
会
」
の
新
委
員

長
に
𠮷
村
賢
一
議
員
、
副
委
員
長
に

堂
森
忠
夫
議
員
が
就
任
し
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
４
月
の
改
選
を
控
え
残
り
少
な
い
任
期
の

中
、
第
７
代
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
東
馬
場
弘

前
議
長
の
ご
逝
去
に
、
改
め
て
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
入
院
加
療
中
の
前
議
長
に
代
わ
り
、
慣
れ

な
い
職
責
を
担
い
ま
し
た
が
、
無
事
に
そ
の
任
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
、
前
議
長
の
や
り
残
さ

れ
た
思
い
と
と
も
に
、
本
市
の
益
々
の
発
展
と
、
誇
れ

る
議
会
の
構
築
に
努
め
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
２
年
間
、
コ
ロ
ナ
禍
の
厳
し
い
状
況
下
、「
新

庁
舎
建
設
と
ま
ち
づ
く
り
等
調
査
特
別
委
員
会
」
の
委

員
長
と
し
て
、
新
庁
舎
建
設
と
い
う
大
事
業
に
関
わ
る

事
が
で
き
ま
し
た
。
昨
年
末
の
起
工
式
と
と
も
に
工
事

が
は
じ
ま
り
ま
し
た
が
、
完
成
は
令
和
５
年
度
末
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
関
係
各
位
の
ご
協
力
と
ご

尽
力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
第
一
回
定
例
会
で
は
、
新
年
度
予
算
の
審
議
が
控
え

て
お
り
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
は
、
引
き
続
き
厳
し
い

財
政
状
況
が
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
姶
良
市
民
が

「
安
心
し
て
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
こ
と
」
を
基
本
と
し
、

「
市
民
の
利
益
を
第
一
」
と
捉
え
、
議
会
運
営
に
誠
心

誠
意
取
り
組
む
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　
市
民
の
た
め
に
あ
る
べ
き
議
会
の
基
本
を
再
確
認

し
、
執
行
部
と
は
車
の
両
輪
の
ご
と
く
本
質
を
し
っ
か

り
と
見
極
め
、
是
々
非
々
で
そ
の
務
め
を
果
た
し
て
い

く
こ
と
が
責
務
と
考
え
ま
す
。

　
議
長
は
常
に
中
立
の
立
場
に
あ
り
、
偏
る
こ
と
な
く

議
員
相
互
の
融
和
を
図
り
、
少
数
意
見
に
も
耳
を
傾
け

活
発
で
有
意
義
な
議
論
を
展
開
で
き
る
環
境
づ
く
り
に

努
め
、
常
に
明
る
く
前
進
す
る
議
会
を
目
指
し
て
参
り

ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
穏
や
か
な
暮
ら
し
が
早
く

戻
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
い
、
誰
も
が
安
心
し
て
幸
せ

に
暮
ら
し
て
い
け
ま
す
よ
う
、
議
会
と
し
て
の
務
め
を

果
た
し
て
参
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
一
層
の
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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生
田
勉
監
督
は
、「
年
々
野
球
人
口
が
減
少
し
て
い

る
。こ
の
よ
う
な
野
球
教
室
を
通
じ
て
、プ
ロ
も
ア
マ

も
改
革
し
て
い
か
な
い
と
」と
語
る
。

　
こ
の
教
室
は
、
議
会
に
お
い
て
開

催
に
対
す
る
共
通
理
解
が
得
ら
れ
ず
、

令
和
３
年
度
当
初
予
算
案
は
異
例
の

否
決
と
な
り
ま
し
た
。（
減
額
修
正
案

を
臨
時
会
で
可
決
）

　
そ
の
後
、
県
の
新
た
な
補
助
金
の

内
示
や
開
催
を
求
め
る
署
名
提
出
が

あ
り
、
６
月
議
会
に
再
提
案
さ
れ
ま

し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
実
施
時
期
が
争
点

と
な
り
、
修
正
動
議
が
出
さ
れ
る
な

ど
議
論
が
白
熱
し
ま
し
た
。

　
原
案
可
決
後
、
姶
良
市
議
会
と
し

て
初
め
て
の
付
帯
決
議
（
第
43
号
議

会
だ
よ
り
Ｐ
２
）
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
教

室
と
な
り
、
こ
の
感
動
は
10
年
先
も

残
り
続
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

10年先も、

残り続ける
感動を

現役プロ野球選手による野球教室

常
に
明
る
く
前
進
す
る
議
会
に

議
長
谷
口
義
文

就
任
の
挨
拶

議ɹ௕
谷口  義文

෭議௕
和田  里志

議長に谷口 義文議員  副議長に和田 里志議員 を選出

令和３年第４回定例会
11月26日～12月17日（22日間）
ɾܾࢉೝఆ
ɾิਖ਼༧ࢉ౳
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）

　
そ
の
後
、
県
の
新
た
な
補
助
金
の

内
示
や
開
催
を
求
め
る
署
名
提
出
が

あ
り
、
６
月
議
会
に
再
提
案
さ
れ
ま

し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
実
施
時
期
が
争
点

と
な
り
、
修
正
動
議
が
出
さ
れ
る
な

ど
議
論
が
白
熱
し
ま
し
た
。

　
原
案
可
決
後
、
姶
良
市
議
会
と
し

て
初
め
て
の
付
帯
決
議
（
第
43
号
議

会
だ
よ
り
Ｐ
２
）
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
教

室
と
な
り
、
こ
の
感
動
は
10
年
先
も

残
り
続
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

10年先も、

残り続ける
感動を

現役プロ野球選手による野球教室

常
に
明
る
く
前
進
す
る
議
会
に

議
長
谷
口
義
文

就
任
の
挨
拶

議ɹ௕
谷口  義文

෭議௕
和田  里志

議長に谷口 義文議員  副議長に和田 里志議員 を選出

令和３年第４回定例会
11月26日～12月17日（22日間）
ɾܾࢉೝఆ
ɾิਖ਼༧ࢉ౳

令和４年第１回臨時会
1月7日
ɾίϩφؔิ܎ਖ਼༧ࢉ౳

市政10周年プラス1記念事業
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亜細亜大学出身の現役プロ野球選手による野球教室は、令和２市政10
周年記念事業の一環として予定されていましたがコロナ禍の影響で延
期。令和３年12月18日、感染対策をしっかり行いながら総合運動公園で
開催されました。

亜細亜大学出身の現役プロ野球選手による野球教室は、令和２市政10
周年記念事業の一環として予定されていましたがコロナ禍の影響で延
期。令和３年12月18日、感染対策をしっかり行いながら総合運動公園で
開催されました。

私
た
ち
の
納
め
た
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ

た
か
確
認
す
る
た
め
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を

設
置
し
、
総
務
・
文
教
厚
生
・
産
業
建
設
の
所
管

ご
と
に
審
査
し
、
賛
成
多
数
で
認
定
し
ま
し
た
。

　
姶
良
市
の
経
常
収
支
比
率
は
96
・
２
％
で
あ

り
、
前
年
度
よ
り
わ
ず
か
に
数
値
は
下
が
り
ま
し

た
が
、
厳
し
い
財
政
状
況
は
続
い
て
い
ま
す
。

　
決
算
は
一
年
間
を
振
り
返
り
、
新
し
い
年
度
に

向
け
て
の
予
算
編
成
の
基
本
と
な
る
も
の
で
す
。

常
に
３
つ
の
視
点
を
念
頭
に
審
査
し
て
い
ま
す
。

・
適
正
に
予
算
が
執
行
さ
れ
て
い
る
か

・
期
待
し
た
行
政
効
果
が
得
ら
れ
て
い
る
か

・
今
後
、
改
善
を
要
す
る
点
は
な
い
か

　
さ
ら
に
、
令
和
２
年
度
決
算
は
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
」
を
新
た
な
視
点
に
加
え

て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
は
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
に
即
し
た
市
政
運

営
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

審
査
の
視
点

経
常
的
収
入
（
毎
年
度
決
ま
っ
て
入
っ
て
く

る
収
入
）
に
お
い
て
、
固
定
的
に
支
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
経
費
（
人
件
費
・
扶
助
費
・

公
債
費
・
公
共
施
設
の
維
持
管
理
経
費
等
）

が
占
め
る
割
合
。
70
〜
80
％
が
理
想
。

経
常
収
支
比
率
と
は

　
令
和
２
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
不
要
不
急
の
外

出
の
自
粛
、
学
校
の
休
業
、
イ
ベ
ン
ト
の

中
止
や
延
期
、
地
域
経
済
の
停
滞
な
ど
市

民
生
活
に
多
大
な
影
響
が
及
ん
だ
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
執
行
部
に
お
い
て
は

ワ
ク
チ
ン
接
種
等
の
対
応
、
子
ど
も
た
ち

の
学
び
の
確
保
や
地
域
経
済
へ
の
支
援
策

等
を
実
施
し
、
市
民
の
不
安
解
消
や
負
担

軽
減
に
尽
力
し
た
。

　
し
か
し
、
依
然
と
し
て
財
政
の
硬
直
化

が
進
み
、
よ
り
一
層
厳
し
い
財
政
運
営
が

予
想
さ
れ
る
。

　
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
誰
一
人
置
き

去
り
に
す
る
こ
と
の
な
い
質
の
高
い
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
も
、
費
用

対
効
果
を
念
頭
に
お
い
た
事
業
実
施
に
努

め
、
効
果
的
・
効
率
的
な
市
政
運
営
を
行

う
こ
と
を
要
請
す
る
。

税金の使い方を確認令和２年度 決算をチェック

!税金の使い方を確認令和２年度 決算をチェック

!
一般会計歳出総額  418億円一般会計歳出総額  418億円
特別会計歳出総額  176億円特別会計歳出総額  176億円

決
算
審
査
総
括

ɹ؅ཧͷ͍͖ͱͲ͍ͨఱવࣳͷαοΧʔ৔ʢϏʔϥΠϯεϙʔπύʔΫ姶良ʣ

蒲
生
分
遣
所
増
改
築
工
事
（
女
性
エ
リ
ア
）
に

つ
い
て
、
使
用
状
況

を
示
せ
。

　
令
和
３
年
４
月

か
ら
女
性
消
防
吏

員
を
１
名
配
属
し

て
使
用
し
て
い
る
。

ま
た
操
法
大
会
で

は
、
ト
イ
レ
を
開
放

し
て
い
る
。

・
ふ
る
さ
と
姶
良
応
援
寄
附
金
事
業
は
、前
年
度
と
比
べ
て

３
倍
以
上
の
寄
付
額
と
な
り
自
主
財
源
の
確
保
が
図
ら

れ
た
。

・
特
別
定
額
給
付
金
事
業
は
、速
や
か
に
混
乱
も
な
く
給

付
が
行
わ
れ
た
。

問答 評
価
す
る
点

・
消
防
職
員
の
５
％
を
女
性
吏
員
と
す
る
国
の
指
針
に
従

い
、計
画
的
に
増
員
を
図
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

総
務
班

蒲
生
分
遣
所
増
築

文
教
厚
生
班

৹ࠪಛผҕһ௕ࢉܾ
犬伏 浩幸

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
、事
業
継
続
支
援
金
給

付
事
業
、蒲
生
分
遣
所
女
性
エ
リ
ア
増
改
築
工
事
、ふ

る
さ
と
姶
良
応
援
寄
附
金
事
業
等
を
中
心
に
審
査
し

ま
し
た
。

指
摘
事
項

主
な
質
疑

建
昌
・
帖
佐
小

の
レ
バ
ー
式
手
洗

い
器
設
置
と
、各
学

校
の
ト
イ
レ
洋
式

化
の
効
果
を
示
せ
。

　
レ
バ
ー
式
は
接

触
面
も
少
な
く
衛

生
的
。ま
た
洋
式
化

に
よ
り
安
心
し
て

ト
イ
レ
に
い
け
る
よ

う
に
な
っ
た
。

・「
子
ど
も
た
ち
の
学
び
を
止
め
な
い
」と
し
、徹
底
し
た
感

染
対
策
で
事
業
を
遂
行
し
た
。

・
コ
ロ
ナ
交
付
金
が
有
効
活
用
さ
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、

ト
イ
レ
の
洋
式
化
な
ど
長
年
の
懸
案
事
項
も
解
消
で
き

た
。

問答 評
価
す
る
点

・
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
お
い
て
情
報
発
信
の
量
や
速
度
に
対

し
、一層
の
充
実
を
求
め
る
。

・
私
立
保
育
園
等
の
給
付
事
業
は
説
明
も
不
足
し
、予
算

管
理
に
甘
さ
が
う
か
が
え
る
。

市
民
生
活
に
直
結
す
る
事
業
が
多
い
た
め
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る
市
政・市
民
生

活
へ
の
影
響
を
念
頭
に
審
査
し
ま
し
た
。

指
摘
事
項

主
な
質
疑

レ
バ
ー
式
手
洗
い

産
業
建
設
班

住
宅
使
用
料
の

滞
納
に
対
す
る
対

応
と
、
蔵
王
住
宅
の

改
修
後
の
入
居
率

を
示
せ
。

　
高
額
滞
納
者
に

は
、
法
的
措
置
の
準

備
を
進
め
て
い
る
。

改
修
後
の
入
居
率

は
伸
び
て
い
な
い
。

・
活
動
火
山
周
辺
地
域
防
災
営
農
対
策
事
業
は
、降
灰
に

特
化
し
た
事
業
で
今
後
も
推
進
し
て
ほ
し
い
。

・
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
や
宇
都
ト
ン
ネ
ル
の
供
用
開
始
は
、市
民

の
評
価
と
期
待
が
高
ま
っ
た
。

問答 評
価
す
る
点

・
入
居
率
の
低
い
市
営
住
宅
の
活
用
に
対
し
、入
居
要
件

の
改
定
等
、条
例
等
の
整
備
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

・
山
の
管
理
の
た
め
に
土
地
台
帳
の
整
理
を
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
す
る
こ
と
。

・
鳥
獣
対
策
事
業
は
選
択
捕
獲
の
デ
ー
タ
活
用
と
、住
民

に
寄
り
添
っ
た
解
決
方
法
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

市
営
住
宅
の
入
居
率
と
整
備
計
画
、市
道
整
備
、森

林
整
備
に
か
か
る
事
業
の
実
施
状
況
、鳥
獣
対
策
事

業
の
成
果
等
に
着
目
し
な
が
ら
審
査
し
ま
し
た
。

指
摘
事
項

主
な
質
疑

市
営
住
宅
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期。令和３年12月18日、感染対策をしっかり行いながら総合運動公園で
開催されました。
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の
よ
う
に
使
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、
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特
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会
を

設
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し
、
総
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文
教
厚
生
・
産
業
建
設
の
所
管

ご
と
に
審
査
し
、
賛
成
多
数
で
認
定
し
ま
し
た
。

　
姶
良
市
の
経
常
収
支
比
率
は
96
・
２
％
で
あ

り
、
前
年
度
よ
り
わ
ず
か
に
数
値
は
下
が
り
ま
し

た
が
、
厳
し
い
財
政
状
況
は
続
い
て
い
ま
す
。

　
決
算
は
一
年
間
を
振
り
返
り
、
新
し
い
年
度
に

向
け
て
の
予
算
編
成
の
基
本
と
な
る
も
の
で
す
。

常
に
３
つ
の
視
点
を
念
頭
に
審
査
し
て
い
ま
す
。

・
適
正
に
予
算
が
執
行
さ
れ
て
い
る
か

・
期
待
し
た
行
政
効
果
が
得
ら
れ
て
い
る
か

・
今
後
、
改
善
を
要
す
る
点
は
な
い
か

　
さ
ら
に
、
令
和
２
年
度
決
算
は
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
」
を
新
た
な
視
点
に
加
え

て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
は
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
に
即
し
た
市
政
運

営
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

審
査
の
視
点

経
常
的
収
入
（
毎
年
度
決
ま
っ
て
入
っ
て
く

る
収
入
）
に
お
い
て
、
固
定
的
に
支
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
経
費
（
人
件
費
・
扶
助
費
・

公
債
費
・
公
共
施
設
の
維
持
管
理
経
費
等
）

が
占
め
る
割
合
。
70
〜
80
％
が
理
想
。

経
常
収
支
比
率
と
は

　
令
和
２
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
不
要
不
急
の
外

出
の
自
粛
、
学
校
の
休
業
、
イ
ベ
ン
ト
の

中
止
や
延
期
、
地
域
経
済
の
停
滞
な
ど
市

民
生
活
に
多
大
な
影
響
が
及
ん
だ
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
執
行
部
に
お
い
て
は

ワ
ク
チ
ン
接
種
等
の
対
応
、
子
ど
も
た
ち

の
学
び
の
確
保
や
地
域
経
済
へ
の
支
援
策

等
を
実
施
し
、
市
民
の
不
安
解
消
や
負
担

軽
減
に
尽
力
し
た
。

　
し
か
し
、
依
然
と
し
て
財
政
の
硬
直
化

が
進
み
、
よ
り
一
層
厳
し
い
財
政
運
営
が

予
想
さ
れ
る
。

　
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
誰
一
人
置
き

去
り
に
す
る
こ
と
の
な
い
質
の
高
い
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
も
、
費
用

対
効
果
を
念
頭
に
お
い
た
事
業
実
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に
努

め
、
効
果
的
・
効
率
的
な
市
政
運
営
を
行

う
こ
と
を
要
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す
る
。
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蒲
生
分
遣
所
増
改
築
工
事
（
女
性
エ
リ
ア
）
に

つ
い
て
、
使
用
状
況

を
示
せ
。

　
令
和
３
年
４
月

か
ら
女
性
消
防
吏

員
を
１
名
配
属
し

て
使
用
し
て
い
る
。

ま
た
操
法
大
会
で

は
、
ト
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レ
を
開
放

し
て
い
る
。

・
ふ
る
さ
と
姶
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応
援
寄
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金
事
業
は
、前
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度
と
比
べ
て
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倍
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の
寄
付
額
と
な
り
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主
財
源
の
確
保
が
図
ら

れ
た
。

・
特
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定
額
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付
金
事
業
は
、速
や
か
に
混
乱
も
な
く
給

付
が
行
わ
れ
た
。
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価
す
る
点

・
消
防
職
員
の
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％
を
女
性
吏
員
と
す
る
国
の
指
針
に
従

い
、計
画
的
に
増
員
を
図
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

総
務
班

蒲
生
分
遣
所
増
築

文
教
厚
生
班

৹ࠪಛผҕһ௕ࢉܾ
犬伏 浩幸

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
、事
業
継
続
支
援
金
給

付
事
業
、蒲
生
分
遣
所
女
性
エ
リ
ア
増
改
築
工
事
、ふ

る
さ
と
姶
良
応
援
寄
附
金
事
業
等
を
中
心
に
審
査
し

ま
し
た
。

指
摘
事
項

主
な
質
疑

建
昌
・
帖
佐
小

の
レ
バ
ー
式
手
洗

い
器
設
置
と
、各
学

校
の
ト
イ
レ
洋
式

化
の
効
果
を
示
せ
。

　
レ
バ
ー
式
は
接

触
面
も
少
な
く
衛

生
的
。ま
た
洋
式
化

に
よ
り
安
心
し
て

ト
イ
レ
に
い
け
る
よ

う
に
な
っ
た
。

・「
子
ど
も
た
ち
の
学
び
を
止
め
な
い
」と
し
、徹
底
し
た
感

染
対
策
で
事
業
を
遂
行
し
た
。

・
コ
ロ
ナ
交
付
金
が
有
効
活
用
さ
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、

ト
イ
レ
の
洋
式
化
な
ど
長
年
の
懸
案
事
項
も
解
消
で
き

た
。

問答 評
価
す
る
点

・
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
お
い
て
情
報
発
信
の
量
や
速
度
に
対

し
、一層
の
充
実
を
求
め
る
。

・
私
立
保
育
園
等
の
給
付
事
業
は
説
明
も
不
足
し
、予
算

管
理
に
甘
さ
が
う
か
が
え
る
。

市
民
生
活
に
直
結
す
る
事
業
が
多
い
た
め
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る
市
政・市
民
生

活
へ
の
影
響
を
念
頭
に
審
査
し
ま
し
た
。

指
摘
事
項

主
な
質
疑

レ
バ
ー
式
手
洗
い

産
業
建
設
班

住
宅
使
用
料
の

滞
納
に
対
す
る
対

応
と
、
蔵
王
住
宅
の

改
修
後
の
入
居
率

を
示
せ
。

　
高
額
滞
納
者
に

は
、
法
的
措
置
の
準

備
を
進
め
て
い
る
。

改
修
後
の
入
居
率

は
伸
び
て
い
な
い
。

・
活
動
火
山
周
辺
地
域
防
災
営
農
対
策
事
業
は
、降
灰
に

特
化
し
た
事
業
で
今
後
も
推
進
し
て
ほ
し
い
。

・
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
や
宇
都
ト
ン
ネ
ル
の
供
用
開
始
は
、市
民

の
評
価
と
期
待
が
高
ま
っ
た
。

問答 評
価
す
る
点

・
入
居
率
の
低
い
市
営
住
宅
の
活
用
に
対
し
、入
居
要
件

の
改
定
等
、条
例
等
の
整
備
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

・
山
の
管
理
の
た
め
に
土
地
台
帳
の
整
理
を
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
す
る
こ
と
。

・
鳥
獣
対
策
事
業
は
選
択
捕
獲
の
デ
ー
タ
活
用
と
、住
民

に
寄
り
添
っ
た
解
決
方
法
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

市
営
住
宅
の
入
居
率
と
整
備
計
画
、市
道
整
備
、森

林
整
備
に
か
か
る
事
業
の
実
施
状
況
、鳥
獣
対
策
事

業
の
成
果
等
に
着
目
し
な
が
ら
審
査
し
ま
し
た
。

指
摘
事
項

主
な
質
疑

市
営
住
宅
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議会の判断
補正予算総額33億2929万円を可決！

１２月定例会 コロナを乗り切るための補正予算

◎ワクチン３回目接種のための追加予算 4億1816万円
内 容

内 容

内 容

内 容

内 容

ɾϫΫνϯ઀छҕୗྉɺ઀छ݊ൃૹඅɺίʔϧηϯλʔઃஔඅͳͲ

◎子育て世代へ５万円の年内
　給付のための費用ʢ̍ ݄̎ ��೔Մܾʣ

7億5500万円

7億5303万円

ɾࢠͲ΋�ਓ౰ͨり̍ ສ̌ԁڅ෇ͷ಺ɺྩ ࿨̏ ೥̍ ݄̎ தͷڅ෇෼ٴͼ
ɹ௨஌౳ʹ܎Δඅ༻

臨時会（１月７日）補正予算
◎子育て世代へ残り５万円の給付のための費用

ɾࢠͲ΋�ਓ౰ͨり̍ ສ̌ԁڅ෇ͷ಺ɺྩ ࿨̐ ೥ͷڅ෇෼ٴͼ௨஌౳ʹ܎Δඅ༻

◎入学等支援金 2360万円
ɾ̒ ɾ̍ࡀ ɾ̍ࡀ̎ ͷೖֶ౳ͷඅ༻ʹҰਓ̍ࣇࡀ̑ ສԁΛࢧԉ

◎住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金
ɾඇ՝੫ੈଳ౳ʹ̍ ສ̌ԁΛڅ෇͢Δඅ༻ٴͼ௨஌౳ʹ͔͔Δඅ༻

コロナ以外のピックアップ事業

①移住・交流推進事業 160万円

議員間討議 ɾͲΜͲΜࣛࣇౡҠॅबۀɾࢧۀىԉิۀࣄॿۚ͸ͱͯ΋͍͍ۀࣄͰ͋Δɻ̞ɾ̪ ɾ̟λʔϯʹ
ɹ͛ܨΔͨΊʹ΋ɺ΋ ͱ̥ͬ ̧͢ ΂͖Ͱ͋Δɻ
ɾ姶良市ग़਎ͷ���໊ͷब৬ر๬ۀछΞϯέʔτͷதͰ೶ྛۀʹؔ৺ͷ͋Δਓ͕̍ ໊̓
ɹ͓ΒΕͨͱͷ͜ͱɻ஍۠΍ۀछʹよͬͯ͸ਓखෆ଍Ͱ͋ΔͨΊ΋ ͱͬଅਐͯ͠΋Β͍͍ͨɻ

ɾʮ͔͝KPCʯʹ ଓ͠ͳ͕Β姶良市΁ܧ຿ΛςϨϫʔΫͳͲͰۀΕͨ๏ਓ౳ʹब৬ຢ͸Ҡॅલͷ͞ࡌܝ
ɹҠॅ͞Εͨํʹަ෇͢ΔҠॅࢧԉۚ

暮らしやすい
まちづくりへ

11億8680万円

内 容

౦͔ݍژΒͷҠॅऀΛࢧԉ

②通行支障物回収委託（猫などの小動物の死骸回収）１9万円

議員間討議 ɾೣͳͲϖοτͷ؅ཧʹ͍ͭͯ൵͍͜͠ى͕ނࣄΒͳ͍よ͏प஌ൃܒΛͯͬߦ΄͍͠ɻ
ɾରॲʹ͍ͭͯɺಓ࿏ٸۓμΠϠϧʢ�����ʣͷ׆༻ͳͲ΋ ͱͬ৘ใൃ৴ͯ͠΄͍͠ɻ

ɾ市ಓ্ͷೣͳͲͷখಈ෺ͷ֚ࢮΛճऩ͢ΔͨΊͷҕୗྉͰࡢ೥より݄ฏ̎ۉ ̌̀ ΄Ͳ݅਺͕૿͑ͯ
ɹ͍ΔͨΊͷ૿ֹิਖ਼

内 容

過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画

「
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
が
施
行

さ
れ
、
蒲
生
地
区
が
一
部
過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
計
画
の
策

定
に
よ
り
、
蒲
生
地
区
内
で
実
施
さ
れ
る
様
々
な
事
業
に
過
疎
対
策
事

業
債
等
の
財
政
支
援
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
引
き
続
き
可
能
と
な
り
ま

し
た
。　

従
前
の
「
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
」
で
積
み
残
さ
れ
た
課
題
と
、

そ
れ
を
も
と
に
新
た
に
設
定
さ
れ
た
課
題
を
示
せ
。

　
蒲
生
地
区
で
は
、
４
次
に
わ
た
っ
て
過
疎
法
の
指
定
を
受
け
、
地
域

の
活
性
化
や
自
立
促
進
を
計
画
的
に
行
っ
て
き
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
依
然
と
し
て
若
年
層
を
中
心
と
す
る
人
口
流
失
と

急
速
な
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る
。「
日
本
遺
産
魅
力
発
信
推
進
事
業
」

な
ど
新
た
な
人
の
流
れ
を
創
出
す
る
取
り
組
み
を
推
進
し
課
題
解
決
に

つ
な
げ
た
い
。

問答

৽ͨͳਓͷྲྀΕͷ૑ग़͕ظ଴͞ΕΔוੜ࿢஍۠

公の施設の指定管理者の指定

こんな意見が
出ました

・限られた時間で選定委員会の審査過程を全て把握することは難しい。
・今後は特別委員会を設置して審査することも考えるべきではないか。
・選定委員会には、さらに公平かつ厳正な審査・選定に努めるよう要請する。

公の施設の指定管理者一覧表
ઃ໊ࢪ ऀۀఆ؅ཧࢦ ઃ໊ࢪ ऀۀఆ؅ཧࢦ

࠶ দݪ஍۠ެຽؗ দݪͳ͗۠͞ߍ
ίϛϡχςΟڠ議会

࠶ Ճ࣏໦೶࢈Ճ޻ηϯλʔ Ճ࣏໦೶࢈Ճ޻

࠶ ηϯλʔ޻Ճ࢈ੜ೶ו ޻Ճ࢈ੜ೶ו

࠶ 姶良ٷಓ৔ 姶良ٷಓ෦
࠶ ্໊஍۠೶ଜৼڵηϯλʔ ্໊஍۠

ΉΒͮ͘りҕһ会࠶ ಓ৔ٷੜו ಓ෦ٷੜו

࠶ 姶良ऀྸߴ෱ࢱηϯλʔ 姶良市ࣾ会෱ڠࢱ議会 ࠶ ؗؗ͘͘͢͢࢈ੜ෺ו ߹ಉ૊ڠΈܙੜͷו

࠶ Ճ࣏໦෱ࢱηϯλʔ 姶良市ࣾ会෱ڠࢱ議会 ৽ن ཾ໳ಃܳɾ݈߁ͷཬ "-άϧʔϓ

࠶ ηϯλʔࢱ෱ऀྸߴੜו 姶良市ࣾ会෱ڠࢱ議会 ৽ن 姶良ମҭηϯλʔ "-άϧʔϓ

࠶ Ճ࣏໦;Ε͍͋ηϯλʔ 姶良市ࣾ会෱ڠࢱ議会

৽ن

ઃࢪੜମҭו "-άϧʔϓ

࠶ ͑ͣ͞りͷ৿ /10๏ਓɹق࢛ͷ会 ɾוੜମҭؗʮ͓͓͘͢ΞϦʔφʯ
ɾେೇӡಈެԂٕٿ৔
ɾେೇӡಈެԂଟ໨త԰಺ӡಈ৔࠶ 姶良ੜ׆վળηϯλʔ ๺۠ߍࢁ

ίϛϡχςΟڠ議会

࠶ 姶良೶࢈Ճ޻ηϯλʔ 姶良೶࢈Ճ޻
৽ن 姶良市૯߹ӡಈެԂ

ʢϏʔϥΠϯεϙʔπύʔΫ姶良ʣ
ηΠΧεϙʔπηϯλʔɾ
ମ再⇒再指定　　新規⇒新規指定ۀࣄಉڞ会ڠαοΧʔݝ

（市独自）（市独自）
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議会の判断
補正予算総額33億2929万円を可決！

１２月定例会 コロナを乗り切るための補正予算

◎ワクチン３回目接種のための追加予算 4億1816万円
内 容

内 容

内 容

内 容

内 容

ɾϫΫνϯ઀छҕୗྉɺ઀छ݊ൃૹඅɺίʔϧηϯλʔઃஔඅͳͲ

◎子育て世代へ５万円の年内
　給付のための費用ʢ̍ ݄̎ ��೔Մܾʣ

7億5500万円

7億5303万円

ɾࢠͲ΋�ਓ౰ͨり̍ ສ̌ԁڅ෇ͷ಺ɺྩ ࿨̏ ೥̍ ݄̎ தͷڅ෇෼ٴͼ
ɹ௨஌౳ʹ܎Δඅ༻

臨時会（１月７日）補正予算
◎子育て世代へ残り５万円の給付のための費用

ɾࢠͲ΋�ਓ౰ͨり̍ ສ̌ԁڅ෇ͷ಺ɺྩ ࿨̐ ೥ͷڅ෇෼ٴͼ௨஌౳ʹ܎Δඅ༻

◎入学等支援金 2360万円
ɾ̒ ɾ̍ࡀ ɾ̍ࡀ̎ ͷೖֶ౳ͷඅ༻ʹҰਓ̍ࣇࡀ̑ ສԁΛࢧԉ

◎住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金
ɾඇ՝੫ੈଳ౳ʹ̍ ສ̌ԁΛڅ෇͢Δඅ༻ٴͼ௨஌౳ʹ͔͔Δඅ༻

コロナ以外のピックアップ事業

①移住・交流推進事業 160万円

議員間討議 ɾͲΜͲΜࣛࣇౡҠॅबۀɾࢧۀىԉิۀࣄॿۚ͸ͱͯ΋͍͍ۀࣄͰ͋Δɻ̞ɾ̪ ɾ̟λʔϯʹ
ɹ͛ܨΔͨΊʹ΋ɺ΋ ͱ̥ͬ ̧͢ ΂͖Ͱ͋Δɻ
ɾ姶良市ग़਎ͷ���໊ͷब৬ر๬ۀछΞϯέʔτͷதͰ೶ྛۀʹؔ৺ͷ͋Δਓ͕̍ ໊̓
ɹ͓ΒΕͨͱͷ͜ͱɻ஍۠΍ۀछʹよͬͯ͸ਓखෆ଍Ͱ͋ΔͨΊ΋ ͱͬଅਐͯ͠΋Β͍͍ͨɻ

ɾʮ͔͝KPCʯʹ ଓ͠ͳ͕Β姶良市΁ܧ຿ΛςϨϫʔΫͳͲͰۀΕͨ๏ਓ౳ʹब৬ຢ͸Ҡॅલͷ͞ࡌܝ
ɹҠॅ͞Εͨํʹަ෇͢ΔҠॅࢧԉۚ

暮らしやすい
まちづくりへ

11億8680万円

内 容

౦͔ݍژΒͷҠॅऀΛࢧԉ

②通行支障物回収委託（猫などの小動物の死骸回収）１9万円

議員間討議 ɾೣͳͲϖοτͷ؅ཧʹ͍ͭͯ൵͍͜͠ى͕ނࣄΒͳ͍よ͏प஌ൃܒΛͯͬߦ΄͍͠ɻ
ɾରॲʹ͍ͭͯɺಓ࿏ٸۓμΠϠϧʢ�����ʣͷ׆༻ͳͲ΋ ͱͬ৘ใൃ৴ͯ͠΄͍͠ɻ

ɾ市ಓ্ͷೣͳͲͷখಈ෺ͷ֚ࢮΛճऩ͢ΔͨΊͷҕୗྉͰࡢ೥より݄ฏ̎ۉ ̌̀ ΄Ͳ݅਺͕૿͑ͯ
ɹ͍ΔͨΊͷ૿ֹิਖ਼

内 容

過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画

「
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
が
施
行

さ
れ
、
蒲
生
地
区
が
一
部
過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
計
画
の
策

定
に
よ
り
、
蒲
生
地
区
内
で
実
施
さ
れ
る
様
々
な
事
業
に
過
疎
対
策
事

業
債
等
の
財
政
支
援
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
引
き
続
き
可
能
と
な
り
ま

し
た
。　

従
前
の
「
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
」
で
積
み
残
さ
れ
た
課
題
と
、

そ
れ
を
も
と
に
新
た
に
設
定
さ
れ
た
課
題
を
示
せ
。

　
蒲
生
地
区
で
は
、
４
次
に
わ
た
っ
て
過
疎
法
の
指
定
を
受
け
、
地
域

の
活
性
化
や
自
立
促
進
を
計
画
的
に
行
っ
て
き
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
依
然
と
し
て
若
年
層
を
中
心
と
す
る
人
口
流
失
と

急
速
な
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る
。「
日
本
遺
産
魅
力
発
信
推
進
事
業
」

な
ど
新
た
な
人
の
流
れ
を
創
出
す
る
取
り
組
み
を
推
進
し
課
題
解
決
に

つ
な
げ
た
い
。

問答

৽ͨͳਓͷྲྀΕͷ૑ग़͕ظ଴͞ΕΔוੜ࿢஍۠

公の施設の指定管理者の指定

こんな意見が
出ました

・限られた時間で選定委員会の審査過程を全て把握することは難しい。
・今後は特別委員会を設置して審査することも考えるべきではないか。
・選定委員会には、さらに公平かつ厳正な審査・選定に努めるよう要請する。

公の施設の指定管理者一覧表
ઃ໊ࢪ ऀۀఆ؅ཧࢦ ઃ໊ࢪ ऀۀఆ؅ཧࢦ

࠶ দݪ஍۠ެຽؗ দݪͳ͗۠͞ߍ
ίϛϡχςΟڠ議会

࠶ Ճ࣏໦೶࢈Ճ޻ηϯλʔ Ճ࣏໦೶࢈Ճ޻

࠶ ηϯλʔ޻Ճ࢈ੜ೶ו ޻Ճ࢈ੜ೶ו

࠶ 姶良ٷಓ৔ 姶良ٷಓ෦
࠶ ্໊஍۠೶ଜৼڵηϯλʔ ্໊஍۠

ΉΒͮ͘りҕһ会࠶ ಓ৔ٷੜו ಓ෦ٷੜו

࠶ 姶良ऀྸߴ෱ࢱηϯλʔ 姶良市ࣾ会෱ڠࢱ議会 ࠶ ؗؗ͘͘͢͢࢈ੜ෺ו ߹ಉ૊ڠΈܙੜͷו

࠶ Ճ࣏໦෱ࢱηϯλʔ 姶良市ࣾ会෱ڠࢱ議会 ৽ن ཾ໳ಃܳɾ݈߁ͷཬ "-άϧʔϓ

࠶ ηϯλʔࢱ෱ऀྸߴੜו 姶良市ࣾ会෱ڠࢱ議会 ৽ن 姶良ମҭηϯλʔ "-άϧʔϓ

࠶ Ճ࣏໦;Ε͍͋ηϯλʔ 姶良市ࣾ会෱ڠࢱ議会

৽ن

ઃࢪੜମҭו "-άϧʔϓ

࠶ ͑ͣ͞りͷ৿ /10๏ਓɹق࢛ͷ会 ɾוੜମҭؗʮ͓͓͘͢ΞϦʔφʯ
ɾେೇӡಈެԂٕٿ৔
ɾେೇӡಈެԂଟ໨త԰಺ӡಈ৔࠶ 姶良ੜ׆վળηϯλʔ ๺۠ߍࢁ

ίϛϡχςΟڠ議会

࠶ 姶良೶࢈Ճ޻ηϯλʔ 姶良೶࢈Ճ޻
৽ن 姶良市૯߹ӡಈެԂ

ʢϏʔϥΠϯεϙʔπύʔΫ姶良ʣ
ηΠΧεϙʔπηϯλʔɾ
ମ再⇒再指定　　新規⇒新規指定ۀࣄಉڞ会ڠαοΧʔݝ

（市独自）（市独自）

No.45
令和4年2月28日発行姶良市議会だより7



▼
趣
旨

川
内
原
発
20
年
運
転
延
長
に
伴
う
課
題
に
つ
い

て
、
調
査
・
研
究
に
取
り
組
み
、
議
論
を
行
い
、
市

民
へ
の
情
報
提
供
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

▼
審
査
の
経
過

９
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
陳
情
で
し
た
が
、
継

続
審
査
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
委
員
会
で

川
内
原
発
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

・
市
議
会
で
の
権
限
事
項
を
超
え
て
い
る
。

・
原
子
力
規
制
委
員
会
や
専
門
家
の
判
断
を
見
守
り

た
い
。

以
上
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
、
不
採
択
と
決
し

ま
し
た
。

▼
賛
成
討
論

有
川
洋
美

姶
良
市
は
、
原
発
立
地
の
薩
摩
川
内
市
に
隣
接
し

て
お
り
、
避
難
者
受
け
入
れ
自
治
体
で
も
あ
る
。

川
内
原
発
20
年
運
転
期
間
延
長
に
伴
う
課
題
の
調

査
・
研
究
・
議
論
・
情
報
提
供
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
、

賛
成
と
す
る
。

不
採
択

賛
成
５
名

反
対
16
名

▼
趣
旨

国
に
意
見
書
提
出
を
要
請
す
る
。

・
病
床
確
保
の
た
め
の
措
置
。

・
病
院
統
廃
合
で
は
な
く
、
地
域
の
特
色
に
対
応
し

た
対
策
を
取
る
こ
と
。

・
医
療
従
事
者
が
安
心
し
て
働
け
る
環
境
を
目
指
す

こ
と
。

▼
審
査
の
経
過

６
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
請
願
者
に

は
個
人
の
考
え
に
よ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
他
の
市

民
に
も
広
く
意
見
を
求
め
る
こ
と
と
し
、
継
続
審
査

と
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
変
化
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
不
採

択
と
決
し
ま
し
た
。

▼
賛
成
討
論

堀
広
子

令
和
３
年
５
月
、
病
床
削
減
を
推
進
す
る
法
律
が

採
択
さ
れ
た
。
削
減
計
画
は
見
直
し
、
病
床
確
保
す

べ
き
で
あ
る
。

▼
賛
成
討
論

有
川
洋
美

個
人
に
よ
る
請
願
権
は
憲
法
で
保
障
さ
れ
て
い

る
。
請
願
内
容
は
、
国
に
お
い
て
必
要
な
政
策
で
あ

る
。不

採
択

賛
成
10
名

反
対
11
名

姶
良
市
役
所
本
庁
舎
新
築
工
事
に
伴
う
４
件
の
工
事
請
負
契
約
締
結

に
関
す
る
議
案
を
、
12
月
３
日
の
本
会
議
で
可
決
し
ま
し
た
。

工
期
は
令
和
３
年
12
月
４
日
か
ら
令
和
５
年
12
月
４
日
と
な
り
ま
す
。

建
築
一
式
工
事

フ
ジ
タ
・
渡
辺
・
福
永
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

35
億
２
０
７
４
万
８
０
０
０
円

電
気
設
備
工
事

九
電
工
・
カ
ミ
ゾ
ノ
電
気
・
明
興
テ
ク
ノ
ス
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

７
億
９
４
２
０
万
円

給
排
水
衛
生
設
備
工
事

中
央
・
ナ
カ
タ
マ
リ
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

２
億
６
８
０
万
円

空
調
設
備
工
事

旭
工
業
・
あ
い
ら
工
業
・
大
洋
水
道

特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

５
億
７
４
２
０
万
円

契 約

陳 情

請 願

本
庁
舎
建
設

工
事
請
負
契
約
議
案
を
可
決

川
内
原
発
20
年
運
転
期
間
延
長

に
伴
う
課
題
の
調
査
・
研
究
、

議
論
な
ど
を
求
め
る
陳
情

「
病
床
」「
病
院
」「
医
療
従
事
者
」

の
安
定
し
た
確
保
を
求
め
る
意

見
書
に
関
す
る
請
願

請
願
者
　
　
柏
木

直
義

紹
介
議
員

有
川

洋
美

陳
情
者

野
呂

正
和

12月定例会
●

姶良市議会だより
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12月定例会ではここんなことが決まりました
●提案された案件
議案番号 件名 結果

議案第64号 令和２年度姶良市一般会計歳入歳出決算認定について 認　　定

議案第65号 令和２年度姶良市国民健康保険特別会計事業勘定歳入歳出決算認定について 認　　定

議案第66号 令和２年度姶良市国民健康保険特別会計施設勘定歳入歳出決算認定について 認　　定

議案第67号 令和２年度姶良市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定

議案第68号 令和２年度姶良市介護保険特別会計保険事業勘定歳入歳出決算認定について 認　　定

議案第69号 令和２年度姶良市介護保険特別会計介護サービス事業勘定歳入歳出決算認定について 認　　定

議案第70号 令和２年度姶良市農林業労働者災害共済事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定

議案第71号 令和２年度姶良市水道事業会計決算認定について 認　　定

議案第72号 令和２年度姶良市下水道事業会計決算認定について 認　　定

議案第74号 専決処分について承認を求める件（令和３年度姶良市一般会計補正予算（第９号）） 承　　認

議案第75号 専決処分について承認を求める件（令和３年度姶良市一般会計補正予算（第10号）） 承　　認

議案第76号 姶良市過疎地域持続的発展計画策定の件 可　　決

議案第77号 姶良市過疎地域における固定資産税の課税免除に関する条例制定の件 原案可決

議案第78号 姶良市過疎地域自立促進基金条例の一部を改正する条例の件 原案可決

議案第79号 姶良市企業立地促進条例の一部を改正する条例の件 原案可決

議案第80号 姶良市国民健康保険条例の一部を改正する条例の件 原案可決

議案
第81～98号 公の施設の指定管理者の指定に関する件（詳細は７ページ） 可　　決

議案第99号 工事請負契約の締結に関する件（姶良市役所本庁舎新築工事） 可　　決

議案第100号 工事請負契約の締結に関する件（姶良市役所本庁舎新築電気設備工事） 可　　決

議案第101号 工事請負契約の締結に関する件（姶良市役所本庁舎新築給排水衛生設備工事） 可　　決

議案第102号 工事請負契約の締結に関する件（姶良市役所本庁舎新築空調設備工事） 可　　決

議案第103号 令和３年度姶良市一般会計補正予算（第11号） 原案可決

議案第104号 新市まちづくり計画（合併市町村基本計画）の一部変更の件 可　　決

請願第３号 「病床」「病院」「医療従事者」の安定した確保を求める意見書に関する請願書 不 採 択

陳情第２号 貴議会での「川内原発20年運転期間延長」に伴う課題の調査・研究、議論などを求める陳情書 不 採 択

議案第105号 損害賠償の額の決定及び和解について 可　　決

議案第106号 姶良市長等の給与の減額に関する条例制定の件 原案可決

発議第５号 姶良市議会会議規則の一部を改正する規則 原案可決

：全員賛成 ：賛成多数 ：賛成少数

議員ごとの賛否については、姶良市議会のホームページをご覧ください。
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姶良市தখۀاɾখن໛ۀا
ৼجڵຊ৚ྫ੍͕ఆ͞Ε͍ͯ

Δ͕ɺίϩφՒͰଟ͘ͷۀا͸ݫ
͜ࠓΒΕ͍ͯΔɻ͍ڧӦΛܦ͍͠
ͷ৚ྫ͕Ͳͷよ͏ʹੜ͔͞Εɺͦ
��೥ΛͲͷよ͏ʹੜ͔͠ޙࠓͯ͠
͍ͯ͘ͷ͔ݟղΛ໰͏ɻ

コロナ禍においては、金融機
関との情報共有や商工会との

連携で、融資や寄付金の速やかな
処理・申請が行え、条例制定の効
果が出ている。また事業継続支援
金やプレミアム商品券などの政策に
反映させている。今後も商工会等と
の情報共有や意見交換など連携を
深め、中小企業等の振興に努める。

若者（18歳から40歳程度）政策
কདྷΛ୲͏एऀͨͪͷͨΊɺ
市͕ϦʔμʔγοϓΛऔりɺ

एऀԠԉجຊ৚ྫΛ੍ఆͤよɻ
若者などの意見を市政に反映
させることは同感であり、各

種計画や政策を考えていく際に、若
い世代の意見を反映すべく取り組
む。

問

発展・活性化

経済支援の成果は

支援金など基本条例を
政策に反映市長

鈴木 俊二
市੓Ϋϥϒ姶ً

市ಓฒ໦౦ઢԊઢʹ��ੈଳ
͕ॅΜͰ͍ͨɻࠓ೥ʹೖり�౩

ͷҰൠॅ୐ͱ��ੈଳͷڞಉॅ୐͕
੒ͨ͠ɻަ׬ ௨ྔ΋૿͑ɺτϥϒϧ
͕ൃੜ͢Δલʹಓ࿏੔උΛॅຽ͸
๬ΜͰ͍Δɻૣ ͷ੔උ͕ඞཁɺਐٸ
௙ঢ়گΛ໰͏ɻ

市内の要望箇所がほかに23か
所あるため、本事業を実施する

までには、相当の時間を要する。
�݄ఆྫ会Ұൠ࣭໰ʹରͯ͠
ʮૣۀࣄظԽʹ౒Ί͍ͯ͘ɺࠓ

͠͹Β͓ؒ࣌͘Λ௖͖͍ͨʯͱͷճ
౴Ͱ͋ͬͨɻ͠ࠓ͹Β͘ͷؒظ͸Ͳ
ͷҐ͔ɻ

今の補助事業を活用したときは、
10数年くらいかかる。

道路整備と住居表示
姶良χϡʔλ΢ϯ͸ɺ଄੒Ҏ
དྷ��೥͕ܦա͠ɺಓ࿏ͷইΈ

ͷಓ࿏੔උΛ໰͏ɻޙࠓɻ͍ࠅ͕
ɹ·ͨɺॅ ೥ྼԽͰണ͕ܦද͕ࣔډ
Ε͍ͯΔɻॅ Λ໰͏ɻ͑ߟදࣔͷډ

道路整備は、全面的な補修が
必要な箇所は、予算の範囲以

内で補修工事を行っている。
　住居表示は、今後、順次取り換
える方向で準備を進める。

市
道
並
木
東
線
沿
線

道
路
整
備
の
進
捗
状
況

他
に
23
か
所
10
数
年
期
間
が

必
要

市
長

萩原 哲郎
੒会ࢤ

答

問

答

問

問

答

答

問

答

աڈʹ࣭໰ɺఏҊͨ͠ߍߴੜ
ͷҩྍඅແྉԽʹ͍ͭͯɺͲ

ͷよ͏ʹݕ౼͔ͨ͠ɻ
本年４月から非課税世帯の高
校生までを対象としている。

　今後、持続可能な制度運営や近
隣の自治体などの状況も注視しなが
ら検討していく。

養育費不払い問題
཭ࠗͷࡍɺཆҭඅෆ෷͍͸ɺ
ͻͱり਌ੈଳΛځ஍ʹ௥͍ࠐ

ΜͰ͠·͏ɻ
ɹຊ市ͷͻͱり਌ੈଳʹɺਝ଎ʹ
खΛࠩ͠৳΂Δެతࢧԉͷߏங͕
ඞཁͰ͸ͳ͍͔ɻ

市も離婚届の用紙と共に、養
育等に関する資料を渡すなど、

啓発に努めている。
　今後支援については、国の動向
を注視していく。

問

医 療 費

高校生まで無料

総合的に検討する市長

森川 和美

答

問

答

σʔλͰݟΔࡁܦঢ়گʢ೔ຊ੓ۚࡦ༥ެݿ૯߹ݚ
ॴʣڀ

市
民
目
線
で
13
人
が
市
政
を
質
す

二次元バーコードをスマートフォ
ンのQRコードリーダーで読み取
ることで、一般質問の録画中継が
ご覧いただけます。

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
市
政
全
般
に
わ
た
り
、
市
の
考
え
を
問
う
も
の
で
す
。

掲
載
内
容
は
、
各
議
員
本
人
が
質
問
と
答
弁
を
要
約
し
た
も
の
で
す
。

一
般
質
問

一般質問

ૣ͘ແྉԽͯ͠΄͍͠ͳ͊

͜Ε·Ͱͷ市੓ӡӦΛͲͷよ
͏ʹ૯ׅ͢Δ͔ɻ

ɹ·ͨޙࠓͷରԠʹ͍ͭͯ໰͏ɻ
「姶良市総合計画」の目標達
成に向け、各種施策を展開し

てきた。その成果もあり、「住みこ
こちランキング」鹿児島県版では、
２年連続１位を獲得することができ
た。
　特に「全天候型子ども館」整備
の着手は、「安心して子どもを育て
ることができる支援」を実現する大
きな一歩と認識している。
　任期の半分以上が、新型コロナ
ウイルス感染症の影響を大きく受け
た市政運営となり、掲げた政策が
道半ばであるため、引き続き先頭に
立って、本市の発展に尽くして参り
たい。

ઌͷެ໿Ҏ֎Ͱɺ৽ͨʹऔり
૊Έ͍߲ͨࣄ͸͋Δ͔ɻ
安全安心な市民生活を守るた
め、防災の部分にさらに力を

入れていきたい。

問

市長選挙

一期目の総括と
今後の対応　　
２期目を目指して邁進市長

和田 里志
市੓Ϋϥϒ姶ً

ͷऀޢɾอߍҭҕһ会ɾֶڭ
࿈ͨ͠ܞෆొߍ๷ࢭରࡦͷऔ

り૊ΈΛ໰͏ɻ
不登校状態にある児童・生徒
に対して、教職員が寄り添うこ

とを基本として、家庭訪問や学習支
援、また、別室登校支援等に取り組
んでいる。

ෆొߍੜΛࢧԉ͢ΔεΫʔϦ
ϯάαϙʔτਪਐۀࣄͷ੒Ռ

ͱ՝୊Λ໰͏ɻ
学校への復帰を促すために相
談及び指導を行う、適応指導

教室を設置している。

新たな過疎計画
姶良市جຊํ਑ͷוੜ஍Ҭ
ಛੑʹԠͨ͡ࡦࢪΛࣔͤɻ
姶良市過疎地域自立促進計画
に掲げた事業を継続するととも

に、新法の理念や目的に沿った各
種施策、事業を計画的に推進して
いきたい。

不
登
校

防
止
対
策
の
取
り
組
み
を

示
せ

別
室
登
校
支
援
等
に
取
り

組
ん
で
い
る

教
育
長

国生 卓
੒会ࢤ

答

問

答

問

答

問

答

問

答

ڍ༧ఆͷ姶良市௕ɾ市議会議һબࢪ࣮݄̐

● 契約事務の適正な執行と議会の検査
機能の充実

その他の質問

ʣߍੜখֶוಐʢࣇΔ͢ߍొʹؾݩ

● サボーランドパーク姶良の公園維持と
道路整備

その他の質問

● 地域類型に適した対策
● 高校生への通学助成
● 敬老金支給見直し
● 教育関連施設整備の充実

その他の質問

共
同
住
宅
が
完
成
し
交
通
量

も
増
え
道
路
整
備
が
必
要

姶良市議会だより
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姶良市தখۀاɾখن໛ۀا
ৼجڵຊ৚ྫ੍͕ఆ͞Ε͍ͯ

Δ͕ɺίϩφՒͰଟ͘ͷۀا͸ݫ
͜ࠓΒΕ͍ͯΔɻ͍ڧӦΛܦ͍͠
ͷ৚ྫ͕Ͳͷよ͏ʹੜ͔͞Εɺͦ
��೥ΛͲͷよ͏ʹੜ͔͠ޙࠓͯ͠
͍ͯ͘ͷ͔ݟղΛ໰͏ɻ

コロナ禍においては、金融機
関との情報共有や商工会との

連携で、融資や寄付金の速やかな
処理・申請が行え、条例制定の効
果が出ている。また事業継続支援
金やプレミアム商品券などの政策に
反映させている。今後も商工会等と
の情報共有や意見交換など連携を
深め、中小企業等の振興に努める。

若者（18歳から40歳程度）政策
কདྷΛ୲͏एऀͨͪͷͨΊɺ
市͕ϦʔμʔγοϓΛऔりɺ

एऀԠԉجຊ৚ྫΛ੍ఆͤよɻ
若者などの意見を市政に反映
させることは同感であり、各

種計画や政策を考えていく際に、若
い世代の意見を反映すべく取り組
む。

問

発展・活性化

経済支援の成果は

支援金など基本条例を
政策に反映市長

鈴木 俊二
市੓Ϋϥϒ姶ً

市ಓฒ໦౦ઢԊઢʹ��ੈଳ
͕ॅΜͰ͍ͨɻࠓ೥ʹೖり�౩

ͷҰൠॅ୐ͱ��ੈଳͷڞಉॅ୐͕
੒ͨ͠ɻަ׬ ௨ྔ΋૿͑ɺτϥϒϧ
͕ൃੜ͢Δલʹಓ࿏੔උΛॅຽ͸
๬ΜͰ͍Δɻૣ ͷ੔උ͕ඞཁɺਐٸ
௙ঢ়گΛ໰͏ɻ

市内の要望箇所がほかに23か
所あるため、本事業を実施する

までには、相当の時間を要する。
�݄ఆྫ会Ұൠ࣭໰ʹରͯ͠
ʮૣۀࣄظԽʹ౒Ί͍ͯ͘ɺࠓ

͠͹Β͓ؒ࣌͘Λ௖͖͍ͨʯͱͷճ
౴Ͱ͋ͬͨɻ͠ࠓ͹Β͘ͷؒظ͸Ͳ
ͷҐ͔ɻ

今の補助事業を活用したときは、
10数年くらいかかる。

道路整備と住居表示
姶良χϡʔλ΢ϯ͸ɺ଄੒Ҏ
དྷ��೥͕ܦա͠ɺಓ࿏ͷইΈ

ͷಓ࿏੔උΛ໰͏ɻޙࠓɻ͍ࠅ͕
ɹ·ͨɺॅ ೥ྼԽͰണ͕ܦද͕ࣔډ
Ε͍ͯΔɻॅ Λ໰͏ɻ͑ߟදࣔͷډ

道路整備は、全面的な補修が
必要な箇所は、予算の範囲以

内で補修工事を行っている。
　住居表示は、今後、順次取り換
える方向で準備を進める。

市
道
並
木
東
線
沿
線

道
路
整
備
の
進
捗
状
況

他
に
23
か
所
10
数
年
期
間
が

必
要

市
長

萩原 哲郎
੒会ࢤ

答

問

答

問

問

答

答

問

答

աڈʹ࣭໰ɺఏҊͨ͠ߍߴੜ
ͷҩྍඅແྉԽʹ͍ͭͯɺͲ

ͷよ͏ʹݕ౼͔ͨ͠ɻ
本年４月から非課税世帯の高
校生までを対象としている。

　今後、持続可能な制度運営や近
隣の自治体などの状況も注視しなが
ら検討していく。

養育費不払い問題
཭ࠗͷࡍɺཆҭඅෆ෷͍͸ɺ
ͻͱり਌ੈଳΛځ஍ʹ௥͍ࠐ

ΜͰ͠·͏ɻ
ɹຊ市ͷͻͱり਌ੈଳʹɺਝ଎ʹ
खΛࠩ͠৳΂Δެతࢧԉͷߏங͕
ඞཁͰ͸ͳ͍͔ɻ

市も離婚届の用紙と共に、養
育等に関する資料を渡すなど、

啓発に努めている。
　今後支援については、国の動向
を注視していく。

問

医 療 費

高校生まで無料

総合的に検討する市長

森川 和美

答

問

答

σʔλͰݟΔࡁܦঢ়گʢ೔ຊ੓ۚࡦ༥ެݿ૯߹ݚ
ॴʣڀ

市
民
目
線
で
13
人
が
市
政
を
質
す

二次元バーコードをスマートフォ
ンのQRコードリーダーで読み取
ることで、一般質問の録画中継が
ご覧いただけます。

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
市
政
全
般
に
わ
た
り
、
市
の
考
え
を
問
う
も
の
で
す
。

掲
載
内
容
は
、
各
議
員
本
人
が
質
問
と
答
弁
を
要
約
し
た
も
の
で
す
。

一
般
質
問

一般質問

ૣ͘ແྉԽͯ͠΄͍͠ͳ͊

͜Ε·Ͱͷ市੓ӡӦΛͲͷよ
͏ʹ૯ׅ͢Δ͔ɻ

ɹ·ͨޙࠓͷରԠʹ͍ͭͯ໰͏ɻ
「姶良市総合計画」の目標達
成に向け、各種施策を展開し

てきた。その成果もあり、「住みこ
こちランキング」鹿児島県版では、
２年連続１位を獲得することができ
た。
　特に「全天候型子ども館」整備
の着手は、「安心して子どもを育て
ることができる支援」を実現する大
きな一歩と認識している。
　任期の半分以上が、新型コロナ
ウイルス感染症の影響を大きく受け
た市政運営となり、掲げた政策が
道半ばであるため、引き続き先頭に
立って、本市の発展に尽くして参り
たい。

ઌͷެ໿Ҏ֎Ͱɺ৽ͨʹऔり
૊Έ͍߲ͨࣄ͸͋Δ͔ɻ
安全安心な市民生活を守るた
め、防災の部分にさらに力を

入れていきたい。

問

市長選挙

一期目の総括と
今後の対応　　
２期目を目指して邁進市長

和田 里志
市੓Ϋϥϒ姶ً

ͷऀޢɾอߍҭҕһ会ɾֶڭ
࿈ͨ͠ܞෆొߍ๷ࢭରࡦͷऔ

り૊ΈΛ໰͏ɻ
不登校状態にある児童・生徒
に対して、教職員が寄り添うこ

とを基本として、家庭訪問や学習支
援、また、別室登校支援等に取り組
んでいる。

ෆొߍੜΛࢧԉ͢ΔεΫʔϦ
ϯάαϙʔτਪਐۀࣄͷ੒Ռ

ͱ՝୊Λ໰͏ɻ
学校への復帰を促すために相
談及び指導を行う、適応指導

教室を設置している。

新たな過疎計画
姶良市جຊํ਑ͷוੜ஍Ҭ
ಛੑʹԠͨ͡ࡦࢪΛࣔͤɻ
姶良市過疎地域自立促進計画
に掲げた事業を継続するととも

に、新法の理念や目的に沿った各
種施策、事業を計画的に推進して
いきたい。

不
登
校

防
止
対
策
の
取
り
組
み
を

示
せ

別
室
登
校
支
援
等
に
取
り

組
ん
で
い
る

教
育
長

国生 卓
੒会ࢤ

答

問

答

問

答

問

答

問

答

ڍ༧ఆͷ姶良市௕ɾ市議会議һબࢪ࣮݄̐

● 契約事務の適正な執行と議会の検査
機能の充実

その他の質問

ʣߍੜখֶוಐʢࣇΔ͢ߍొʹؾݩ

● サボーランドパーク姶良の公園維持と
道路整備

その他の質問

● 地域類型に適した対策
● 高校生への通学助成
● 敬老金支給見直し
● 教育関連施設整備の充実

その他の質問
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ϖοτϘτϧ͝Έݮ࡟ͱ೤த
঱ରࡦͱͯ͠ɺϚΠϘτϧର

ԠܕͷແྉڅਫػΛެࢪڞઃʹઃ
ஔͰ͖ͳ͍͔ɻ

ペットボトルごみ削減に向け、
身近に行うことができるマイボ

トル使用について、広報・啓発を
行う。市の施設への設置について
は、市民のニーズの把握やコロナ禍
で衛生面などの課題もあり、先進
事例を調査・研究する。

市税のスマートフォン決済案内
ίϯϏχ΍ۚ༥ؔػͰೲ෇ॻ
෷͍Λ͍ͯ͠Δ市੫ͳͲ͕ɺ

͍ͭͰ΋Ͳ͜Ͱ΋ɺεϚʔτϑΥϯ
͔Βઐ༻ͷΞϓϦΛࢧ͍࢖෷͍Ͱ
͖Δよ͏ʹͳͬͨɻޙࠓɺ市ຽͷ
օ͞·΁ͷ޿ใɾप஌ΛͲͷよ͏
Δ͔ɻ͑ߟʹ

市報や納税通知書の発送の
際、お知らせ文書等で案内や

広報をする。

問

マイボトル

無料給水機の設置

先進事例を調査研究市長

竹下 日出志
ެ໌ౘ姶良市議ஂެ໌ౘ姶良市議ஂ

͜Ε·Ͱͷࢧԉͷऔり૊ΈΛ
໰͏ɻ
子どもの退院後の家庭訪問等
で継続的な状況把握や育児へ

の助言、医療機関等と情報共有し成
長に応じた支援を行っている。

શࠃͰ͍͕ͯͬ޿ΔϦτϧϕ
ϏʔϋϯυϒοΫʢ-#)ʣʹ ର͢

ΔೝࣝΛ໰͏ɻ
県の「母子健康手帳すくすく」を
活用していきたいが、LBHは有

効だと考えるので今後導入について
調査・研究していく。

子宮頸がんワクチン
�೥Ϳりʹ઀छק঑͕࠶։͞
ΕΔٶࢠᰍ͕ΜϫΫνϯʹର

͢Δຊ市ͷऔり૊ΈΛ໰͏ɻ
昨年10月に国の通知を受け、
全対象者にリーフレットを送信し

た結果、４４人が接種された。
　今後も個別に確実な周知に努め、
検討が始まった接種を逃がした方へ
の対応も内容が示され次第、速やか
に対応する。

低
出
生
体
重
児

支
援
の
取
り
組
み
と
課
題

新福 愛子

答

問

答

問

問

答

答

問

答

Ͱ·ۀଔߍߴͲ΋ͷҩྍඅΛࢠ
ແྉԽ͢Δ࣏ࣗମ͕૿͍͑ͯ

Δɻຊ市Ͱ΋࣮͢ࢪ΂͖Ͱ͸ͳ͍͔ɻ
近隣の自治体など状況を注視し
ながら総合的に検討していく。
ੜ·Ͱॿ੒ͯ͠ߍߴ಺Ͱ͸ݝ
͍Δ市ொଜ͸��市ொଜ͋Δɻ

ͦͷ಺ߴଔ·Ͱແྉͷ࣏ࣗମ͸Կ
Օॴ͋Δ͔ɻ

28か所ある。

ຊ市͸ଞͷ࣏ࣗମより஗Εͯ
͍ΔɻֶߍͰͷέΨͳͲ͸ֶ

੓ࡒͰద༻͞Εɺݥεϙʔπอߍ
ͷӨ͕ڹগͳ͍ɻগࢠԽରࡦɺࢠ
ҭͯࢧԉͱͯ͠ݕ౼͢Δ͑ߟ͸ͳ
͍͔ɻ

さまざまな状況、社会情勢を
考え調査・研究していく。

介護保険料
հޢอݥྉͷۚج໿̑ԯ̒ઍ
ສԁΛ׆༻͠ɺ市ຽͷෛ୲Λ

Ͱ͖ͳ͍͔ɻݮܰ
介護保険料の引き上げは、慎
重な検討が必要である。

問

子ども医療費無料化

高校生まで拡充図れ

総合的に判断市長

堀 広子

問

答

問

答

答

問

答

ίϩφՒだ͕೔ৗ͕͍ͭ໭ͬ
͖ͯͯ΋͍͍よ͏ʹɺ͔ࠓΒ

๚໰٬ͷҝͷڥ؀੔උͷඞཁ͕͋
ΔɻՃ࣏໦ീܠʹର͠ɺ姶良市ീ
Λެืબఆͨ͠ΒͲ͏͔ɻܠ

ネット上への観光地投稿やイン
スタ映えする画像や動画投稿

の機会づくりなどを考えている。
　また、魅力と感ずる素材が数多く
あることから、特定の場所を限定し
て、選定する予定はない。

࿢͸஽ࠤɺԾ԰ொɺฏদɺԼ
໊ʹ΋͋Δɻ

ɹ֤஍ҬΛͲ͏ੜ͔͔͢ɻ
この風景を残すには、地域の
方の考えを考慮することが重要

なので、声を聴きながら研究する。
ିࣗ͠సं͸طʹऔり૊ΜͰ
͍Δ͕ɺϧʔτ঺հɾࣗసं

ಓ੔උɾඪࣝͷॆ࣮ΛٻΊ͍ͨɻ
観光庁支援事業の結果を踏ま
え、市内全域の周遊コースの

検討をするので、市も情報共有し、
見どころを結ぶコース選定で連携を
図る。

問

姶良市の観光

今、基礎を整備すべき

見所を結ぶコース選定
で連携を図る市長

問

答

問

答

答

ిಈΞγετ෇ࣗసंͰ͜Ε͔Β市಺αΠΫϦϯά

一般質問

Ͳ΋ҩྍඅແྉԽΛࢠੜ·Ͱߍߴ

؍ܠ会͸ɺ࣏ԬެԂपลࣗߴ
͸良͍͕ྸߴԽͰϐϯνঢ়ଶ

だɻ4%(T׆ಈͱ࿈ܞɾڠಇ͠ɺ
Խʹऔりੑ׆ͷ։ൃ΍ܕຽҰମ׭
૊Ίͳ͍͔ɻ

第２期市総合戦略の着実な推
進により、SDGsの達成を目指

す。本年度からは、企画提案型ま
ちづくり事業補助金を創設し、校区
コミュニティ協議会が地域活性化に
自らが考え、地域住民が協働して
実施する事業に対し助成する。
　永原校区コミュニティ協議会から
事業実施に係る補助金申請が提出
され、承認した。

くすの湯温泉利用拡大対策
৯ಊ෦໳ͷӡӦ͕ܾ·Βͳ͍
ঢ়ଶだ͕ɺར༻֦େͷରࡦΛ

ΒΕͳ͍͔ɻ͡ߨ
食堂は前回応募の１事業者と
10月29日に出店契約が整い、

開業に向けて準備を進めている。
　くすの湯の魅力を生かせるよう、
さらに検討を進める考えである。

問

ピンチの自治会

官民一体型の活性化を

地域協働の事業に助成
する市長

堂森 忠夫

ۀࣄڞͰެߴ࢒ࡏݱͷۚج
ͷ͕ࣥߦͰ͖Δ͔ɻ
扶助費の増加や公債費の高止
まりは続くので建設事業の実

施時期を検討し、地方債の借入額を
抑制する。

ຊ市ͷࡒ੓ӡӦΛࣔ͢ࡒ੓γ
ϛϡϨʔγϣϯͷ࡞੒͸ඞཁ

ͱ͕͏ࢥɻ
長期財政計画の必要性は感じ
ているが、社会情勢や国の政

策・制度の変更等で計画作成が困
難である。

΍۩ମతऔり૊Έࡦݮ࡟ग़ࡀ
ΛͲ͏͢Δͷ͔ɻ
組織・機構や事務事業の見直
しによる人件費の縮減、扶助

費給付の適正化、普通建設事業費
の財源確保と事業量の検討、各種
補助金等の適正化、公共施設の効
果的運営に取り組む。

�೥ؒͷࡒ੓ݟ௨͠ͷਪܭͰ
ͳׇ͍͠ރ͕ۚج੓ௐ੔ࡒ

͔ɻ
財政健全化に向けた取組を進
めることにより、基金が枯渇

することのないような財政運営を
行っていく。

財
政
状
況

財
政
健
全
化
対
策

人
件
費
の
縮
減

市
長

上村 親

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

Ӭ۠ߍݪͷ஍ҬڠಇܕͷόβʔΠϕϯτ෩ܠ

● 農林業の今後
その他の質問

ଟֹͷඅ༻Λཁͨ͠Ӊ౎τϯωϧ

● 女性に配慮したAEDの利用促進
その他の質問 ● 健康チケットあいあい

その他の質問

● 新型コロナウイルス感染症対策
● 米価の下落問題

その他の質問

（
上
）各
地
の
L
B
H
、（
下
左
）既
存
の
県
母
子
手

帳
、（
下
右
）誕
生
し
た
保
護
者
の
会「
ゆ
る
り
」

𠮷村 賢一
市ຽ Β͘Ϳ市ຽ Β͘Ϳࢤ੒会

成
長
に
応
じ
た
支
援
を
実
施

市
長

J
R
鹿
児
島
中
央
駅
前
広
場
観
光
案
内
所
の
無
料

給
水
機
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ϖοτϘτϧ͝Έݮ࡟ͱ೤த
঱ରࡦͱͯ͠ɺϚΠϘτϧର

ԠܕͷແྉڅਫػΛެࢪڞઃʹઃ
ஔͰ͖ͳ͍͔ɻ

ペットボトルごみ削減に向け、
身近に行うことができるマイボ

トル使用について、広報・啓発を
行う。市の施設への設置について
は、市民のニーズの把握やコロナ禍
で衛生面などの課題もあり、先進
事例を調査・研究する。

市税のスマートフォン決済案内
ίϯϏχ΍ۚ༥ؔػͰೲ෇ॻ
෷͍Λ͍ͯ͠Δ市੫ͳͲ͕ɺ

͍ͭͰ΋Ͳ͜Ͱ΋ɺεϚʔτϑΥϯ
͔Βઐ༻ͷΞϓϦΛࢧ͍࢖෷͍Ͱ
͖Δよ͏ʹͳͬͨɻޙࠓɺ市ຽͷ
օ͞·΁ͷ޿ใɾप஌ΛͲͷよ͏
Δ͔ɻ͑ߟʹ

市報や納税通知書の発送の
際、お知らせ文書等で案内や

広報をする。

問

マイボトル

無料給水機の設置

先進事例を調査研究市長

竹下 日出志
ެ໌ౘ姶良市議ஂެ໌ౘ姶良市議ஂ

͜Ε·Ͱͷࢧԉͷऔり૊ΈΛ
໰͏ɻ
子どもの退院後の家庭訪問等
で継続的な状況把握や育児へ

の助言、医療機関等と情報共有し成
長に応じた支援を行っている。

શࠃͰ͍͕ͯͬ޿ΔϦτϧϕ
ϏʔϋϯυϒοΫʢ-#)ʣʹ ର͢

ΔೝࣝΛ໰͏ɻ
県の「母子健康手帳すくすく」を
活用していきたいが、LBHは有

効だと考えるので今後導入について
調査・研究していく。

子宮頸がんワクチン
�೥Ϳりʹ઀छק঑͕࠶։͞
ΕΔٶࢠᰍ͕ΜϫΫνϯʹର

͢Δຊ市ͷऔり૊ΈΛ໰͏ɻ
昨年10月に国の通知を受け、
全対象者にリーフレットを送信し

た結果、４４人が接種された。
　今後も個別に確実な周知に努め、
検討が始まった接種を逃がした方へ
の対応も内容が示され次第、速やか
に対応する。

低
出
生
体
重
児

支
援
の
取
り
組
み
と
課
題

新福 愛子

答

問

答

問

問

答

答

問

答

Ͱ·ۀଔߍߴͲ΋ͷҩྍඅΛࢠ
ແྉԽ͢Δ࣏ࣗମ͕૿͍͑ͯ

Δɻຊ市Ͱ΋࣮͢ࢪ΂͖Ͱ͸ͳ͍͔ɻ
近隣の自治体など状況を注視し
ながら総合的に検討していく。
ੜ·Ͱॿ੒ͯ͠ߍߴ಺Ͱ͸ݝ
͍Δ市ொଜ͸��市ொଜ͋Δɻ

ͦͷ಺ߴଔ·Ͱແྉͷ࣏ࣗମ͸Կ
Օॴ͋Δ͔ɻ

28か所ある。

ຊ市͸ଞͷ࣏ࣗମより஗Εͯ
͍ΔɻֶߍͰͷέΨͳͲ͸ֶ

੓ࡒͰద༻͞Εɺݥεϙʔπอߍ
ͷӨ͕ڹগͳ͍ɻগࢠԽରࡦɺࢠ
ҭͯࢧԉͱͯ͠ݕ౼͢Δ͑ߟ͸ͳ
͍͔ɻ

さまざまな状況、社会情勢を
考え調査・研究していく。

介護保険料
հޢอݥྉͷۚج໿̑ԯ̒ઍ
ສԁΛ׆༻͠ɺ市ຽͷෛ୲Λ

Ͱ͖ͳ͍͔ɻݮܰ
介護保険料の引き上げは、慎
重な検討が必要である。

問

子ども医療費無料化

高校生まで拡充図れ

総合的に判断市長

堀 広子

問

答

問

答

答

問

答

ίϩφՒだ͕೔ৗ͕͍ͭ໭ͬ
͖ͯͯ΋͍͍よ͏ʹɺ͔ࠓΒ

๚໰٬ͷҝͷڥ؀੔උͷඞཁ͕͋
ΔɻՃ࣏໦ീܠʹର͠ɺ姶良市ീ
Λެืબఆͨ͠ΒͲ͏͔ɻܠ

ネット上への観光地投稿やイン
スタ映えする画像や動画投稿

の機会づくりなどを考えている。
　また、魅力と感ずる素材が数多く
あることから、特定の場所を限定し
て、選定する予定はない。

࿢͸஽ࠤɺԾ԰ொɺฏদɺԼ
໊ʹ΋͋Δɻ

ɹ֤஍ҬΛͲ͏ੜ͔͔͢ɻ
この風景を残すには、地域の
方の考えを考慮することが重要

なので、声を聴きながら研究する。
ିࣗ͠సं͸طʹऔり૊ΜͰ
͍Δ͕ɺϧʔτ঺հɾࣗసं

ಓ੔උɾඪࣝͷॆ࣮ΛٻΊ͍ͨɻ
観光庁支援事業の結果を踏ま
え、市内全域の周遊コースの

検討をするので、市も情報共有し、
見どころを結ぶコース選定で連携を
図る。

問

姶良市の観光

今、基礎を整備すべき

見所を結ぶコース選定
で連携を図る市長

問

答

問

答

答

ిಈΞγετ෇ࣗసंͰ͜Ε͔Β市಺αΠΫϦϯά

一般質問

Ͳ΋ҩྍඅແྉԽΛࢠੜ·Ͱߍߴ

؍ܠ会͸ɺ࣏ԬެԂपลࣗߴ
͸良͍͕ྸߴԽͰϐϯνঢ়ଶ

だɻ4%(T׆ಈͱ࿈ܞɾڠಇ͠ɺ
Խʹऔりੑ׆ͷ։ൃ΍ܕຽҰମ׭
૊Ίͳ͍͔ɻ

第２期市総合戦略の着実な推
進により、SDGsの達成を目指

す。本年度からは、企画提案型ま
ちづくり事業補助金を創設し、校区
コミュニティ協議会が地域活性化に
自らが考え、地域住民が協働して
実施する事業に対し助成する。
　永原校区コミュニティ協議会から
事業実施に係る補助金申請が提出
され、承認した。

くすの湯温泉利用拡大対策
৯ಊ෦໳ͷӡӦ͕ܾ·Βͳ͍
ঢ়ଶだ͕ɺར༻֦େͷରࡦΛ

ΒΕͳ͍͔ɻ͡ߨ
食堂は前回応募の１事業者と
10月29日に出店契約が整い、

開業に向けて準備を進めている。
　くすの湯の魅力を生かせるよう、
さらに検討を進める考えである。

問

ピンチの自治会

官民一体型の活性化を

地域協働の事業に助成
する市長

堂森 忠夫

ۀࣄڞͰެߴ࢒ࡏݱͷۚج
ͷ͕ࣥߦͰ͖Δ͔ɻ
扶助費の増加や公債費の高止
まりは続くので建設事業の実

施時期を検討し、地方債の借入額を
抑制する。

ຊ市ͷࡒ੓ӡӦΛࣔ͢ࡒ੓γ
ϛϡϨʔγϣϯͷ࡞੒͸ඞཁ

ͱ͕͏ࢥɻ
長期財政計画の必要性は感じ
ているが、社会情勢や国の政

策・制度の変更等で計画作成が困
難である。

΍۩ମతऔり૊Έࡦݮ࡟ग़ࡀ
ΛͲ͏͢Δͷ͔ɻ
組織・機構や事務事業の見直
しによる人件費の縮減、扶助

費給付の適正化、普通建設事業費
の財源確保と事業量の検討、各種
補助金等の適正化、公共施設の効
果的運営に取り組む。

�೥ؒͷࡒ੓ݟ௨͠ͷਪܭͰ
ͳׇ͍͠ރ͕ۚج੓ௐ੔ࡒ

͔ɻ
財政健全化に向けた取組を進
めることにより、基金が枯渇

することのないような財政運営を
行っていく。

財
政
状
況

財
政
健
全
化
対
策

人
件
費
の
縮
減

市
長

上村 親

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

Ӭ۠ߍݪͷ஍ҬڠಇܕͷόβʔΠϕϯτ෩ܠ

● 農林業の今後
その他の質問

ଟֹͷඅ༻Λཁͨ͠Ӊ౎τϯωϧ

● 女性に配慮したAEDの利用促進
その他の質問 ● 健康チケットあいあい

その他の質問

● 新型コロナウイルス感染症対策
● 米価の下落問題

その他の質問

（
上
）各
地
の
L
B
H
、（
下
左
）既
存
の
県
母
子
手

帳
、（
下
右
）誕
生
し
た
保
護
者
の
会「
ゆ
る
り
」

𠮷村 賢一
市ຽ Β͘Ϳ市ຽ Β͘Ϳࢤ੒会

成
長
に
応
じ
た
支
援
を
実
施

市
長

J
R
鹿
児
島
中
央
駅
前
広
場
観
光
案
内
所
の
無
料

給
水
機
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市಺ʹɺʮՈిϦαΠΫϧ๏ʯ
ͷର৅Ոి౳͕େྔʹ໺ੵΈ

͞Ε͍ͯΔɻͦͷෑ஍಺ʹຒઃ͞
Εͨ೩ྉλϯΫͷଘ͕ٙࡏΘΕΔɻ
อશͷରॲ๏Λ໰͏ɻڥ؀

事業者への聴収では、「らしき
ものがある」と確認している。

消防法では危険物施設として設置
許可、撤去など厳しく義務づけられ
ている。県と連携を図りながら所有
者、事業者に状況改善を求めてい
く。

空き家バンクの災害対応
ྩ࿨ݩ೥݄̕ൃੜͷՐࣄͷඃ
׆͸ۭ͖ՈόϯΫ੍౓ͷऀ֐

༻Ͱߪೖ͞Εͨɻ͜ͷ֐ࡂʹۀࣄ
ิঈ੍౓͸ઃ͚ΒΕͳ͍͔ɻ

県内、市町村の空き家バンク
制度では火災保険加入状況は

ほとんど未加入である。火災保険加
入を義務化することでバンクへの登
録が減る可能性も見込まれるため、
引き続き検討する。

問

地域の生活

環境・景観等の保全

県と連携し状況改善を
求める市長

問

答

答

Ҡॅ௚લʹՐݟʹࡂ෣ΘΕ์ஔঢ়ଶͷݱ৔

一般質問

ίϩφՒʹ͓͍ͯශࠔɾ֨ࠩ
Ͳ΋ͨͪʹ΋Өࢠりɺ͕޿͕

৯අແঈڅߍΛ༩͍͑ͯΔɻֶڹ
Խɺ·ͨ͸ɺؒظΛઃ͚ͯίϩφ
Ւಛྫʢݯࡒ͸ίϩφڅ෇ۚʣͰ
৯අແঈԽ͸Ͱ͖ͳ͍͔ɻڅ

学校給食法に基づき、食材費
のみを保護者から徴収してい

る。要保護家庭には全額、準要保
護家庭には８割を支給している。
　実施する考えはない。

介護予防・日常生活支援総合
事業（通いの場）
ྩ࿨̎೥ୈ̐ճఆྫ会ʹͯ
ʮ௨͍ͷ৔ʯʹ܎Δ௠৘͕࠾

୒͞Ε͍ͯΔɻʮ௨͍ͷ৔ʯීٴʹ
ΛਐΊͯۀࣄʹɺͲͷよ͏͚ͯ޲
͍͘ͷ͔ࣔͤɻ

具体的な進め方については協
議体や陳情、地域の意見など

を参考にし、令和４年度からの見直
しに向けて取り組んでいる。

学
校
給
食
費

コ
ロ
ナ
禍
特
例
で

給
食
費
無
償
化

実
施
す
る
考
え
は
な
い

教
育
長

有川 洋美

問

答

問

答

͢΂ͯͷࢠͲ΋ͨͪͷڅ৯Λແྉʹ

湯元 秀誠
市੓Ϋϥϒ姶ً

● 海辺環境の保全
その他の質問

給食費無料につ

いて材料費は児

童の保護者負担

という執行部答弁の趣旨はわ

かった。それでも困った状況に

ある方々への対応について、コ

ロナ禍にある現在、市民の声

をもっとこまやかに聞く姿勢が

大事なのではと思います。

福祉と教育の交

差した所…でお

互いに協力もし

ていないで、もう少し横のつな

がりをもって子どもの未来を

明るいものにしていけないの

でしょうか？横のつながり、上

下、それぞれが上手く立場を

守りながら、よりよい姶良市に

なっていってほしいものです。

各議員の方々、

市内の日常や不

便な事など、姶良

市向上のため活動されている

と思った。今後も沢山発言して

もらいたい。

姶良市発展の

キーワード。温故

知新。活発な質

疑応答は久し振りに拝聴した。

東
馬
場
前
議
長
を
偲
ん
で

　
姶
良
市
議
会
第
６
代
議
長
東
馬
場
弘
氏

（
69
歳
）が
、去
る
令
和
３
年
12
月
11
日
に
急

逝
さ
れ
ま
し
た
。

　
東
馬
場
氏
の
逝
去
に
際
し
、告
別
式
に
お

い
て
谷
口
副
議
長（
当
時
）が
弔
辞
を
、12
月

17
日
の
最
終
本
会
議
で
は
湯
之
原
議
員
が
お

別
れ
の
言
葉
、ま
た
湯
元
市
長
が
弔
辞
を
読

ま
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
一
部
を
掲
載
し
、ご
報
告
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

平成15年～　　　旧加治木町議会議員（連続5期18年）
産業文教・議会運営委員長、副議長
など多くの役職を歴任

令和２年５月～　第６代議長

東馬場 弘 氏（ひがしばば・ひろし）

﹇
弔
辞
抜
粋
﹈

谷
口
義
文
副
議
長（
当
時
）

12
月
３
日
の
本
会
議
は
、

い
つ
も
の
と
お
り
変
わ
り
な

く
粛
々
と
進
行
さ
れ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。ま
さ
か
、そ
れ
が

最
後
の
お
姿
に
な
ろ
う
と

は
、夢
に
も
思
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
あ
ま
り
に
早
す
ぎ
る
旅
立

ち
に
、残
さ
れ
ま
し
た
ご
遺

族
の
ご
心
中
を
察
す
る
と
、

余
り
あ
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。

　
温
厚
で
明
る
い
人
柄
と
持

ち
前
の
正
義
感
は
、同
僚
議

員
を
始
め
、広
く
市
民
の
皆

様
か
ら
も
厚
い
信
頼
を
得
て

い
ま
し
た
。

　
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り

す
る
と
と
も
に
、ど
う
か
安

ら
か
に
お
眠
り
く
だ
さ
い
。

﹇
別
れ
の
言
葉
抜
粋
﹈

議
員
代
表
湯
之
原
一
郎
議
員

　
あ
ま
り
に
も
突
然
の
お
別

れ
を
す
る
こ
と
に
な
り
、こ

の
気
持
ち
を
表
現
す
る
言
葉

を
見
つ
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
議
長
職
は
、は
た
目
か
ら

は
議
会
を
代
表
し
た
華
々
し

い
役
職
に
見
え
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、一
方
で
目
に
見

え
な
い
重
圧
と
責
任
に
、身

も
心
も
憔
悴
し
て
し
ま
う
こ

と
も
度
々
あ
っ
た
か
と
思
い

ま
す
。

　
私
た
ち
の
任
期
も
残
す
と

こ
ろ
４
か
月
余
り
と
な
り
ま

し
た
が
、議
長
の
目
指
さ
れ

た
市
民
目
線
に
立
っ
た
議
会

の
実
現
を
、最
後
ま
で
希
求

し
て
参
り
ま
す
。ど
う
ぞ
、安

ら
か
に
お
眠
り
く
だ
さ
い
。

　
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

撮影：川尻宣博さん（松原町）
姶良市議会だより
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空き家バンクの災害対応

問

地域の生活

問

答

答

一般質問

介護予防・日常生活支援総合
事業（通いの場）

学
校
給
食
費

問

答

問

答

その他の質問

東
馬
場
前
議
長
を
偲
ん
で

　
姶
良
市
議
会
第
６
代
議
長
東
馬
場
弘
氏

（
69
歳
）が
、去
る
令
和
３
年
12
月
11
日
に
急

逝
さ
れ
ま
し
た
。

　
東
馬
場
氏
の
逝
去
に
際
し
、告
別
式
に
お

い
て
谷
口
副
議
長（
当
時
）が
弔
辞
を
、12
月

17
日
の
最
終
本
会
議
で
は
湯
之
原
議
員
が
お

別
れ
の
言
葉
、ま
た
湯
元
市
長
が
弔
辞
を
読

ま
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
一
部
を
掲
載
し
、ご
報
告
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

平成15年～　　　旧加治木町議会議員（連続5期18年）
産業文教・議会運営委員長、副議長
など多くの役職を歴任

令和２年５月～　第６代議長

東馬場 弘 氏（ひがしばば・ひろし）

﹇
弔
辞
抜
粋
﹈

谷
口
義
文
副
議
長（
当
時
）

12
月
３
日
の
本
会
議
は
、

い
つ
も
の
と
お
り
変
わ
り
な

く
粛
々
と
進
行
さ
れ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。ま
さ
か
、そ
れ
が

最
後
の
お
姿
に
な
ろ
う
と

は
、夢
に
も
思
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
あ
ま
り
に
早
す
ぎ
る
旅
立

ち
に
、残
さ
れ
ま
し
た
ご
遺

族
の
ご
心
中
を
察
す
る
と
、

余
り
あ
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。

　
温
厚
で
明
る
い
人
柄
と
持

ち
前
の
正
義
感
は
、同
僚
議

員
を
始
め
、広
く
市
民
の
皆

様
か
ら
も
厚
い
信
頼
を
得
て

い
ま
し
た
。

　
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り

す
る
と
と
も
に
、ど
う
か
安

ら
か
に
お
眠
り
く
だ
さ
い
。

﹇
別
れ
の
言
葉
抜
粋
﹈

議
員
代
表
湯
之
原
一
郎
議
員

　
あ
ま
り
に
も
突
然
の
お
別

れ
を
す
る
こ
と
に
な
り
、こ

の
気
持
ち
を
表
現
す
る
言
葉

を
見
つ
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
議
長
職
は
、は
た
目
か
ら

は
議
会
を
代
表
し
た
華
々
し

い
役
職
に
見
え
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、一
方
で
目
に
見

え
な
い
重
圧
と
責
任
に
、身

も
心
も
憔
悴
し
て
し
ま
う
こ

と
も
度
々
あ
っ
た
か
と
思
い

ま
す
。

　
私
た
ち
の
任
期
も
残
す
と

こ
ろ
４
か
月
余
り
と
な
り
ま

し
た
が
、議
長
の
目
指
さ
れ

た
市
民
目
線
に
立
っ
た
議
会

の
実
現
を
、最
後
ま
で
希
求

し
て
参
り
ま
す
。ど
う
ぞ
、安

ら
か
に
お
眠
り
く
だ
さ
い
。

　
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

撮影：川尻宣博さん（松原町）No.45
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傍聴席へどうぞ傍聴席へどうぞ
車いす席もあります
令和 4年  第 1回定例会は
2月16日（水）  開会

　
昨
年
発
行
の
第
42
号
か
ら「
あ
い
あ
い
が
さ
」の
愛
称
で
お
届
け

し
て
参
り
ま
し
た
議
会
だ
よ
り
も
、４
月
の
改
選
を
控
え
、こ
の
メ

ン
バ
ー
で
の
編
集
・
発
行
作
業
は
最
後
と
な
り
ま
し
た
。

　
議
会
に
お
け
る
広
報
活
動
の
重
要
性
に
鑑
み
、
諸
先
輩
方
が
築

か
れ
た
編
集
方
針
を
引
き
継
ぎ
、
か
つ
て
日
本
一
に
輝
い
た
こ
と

の
あ
る「
議
会
だ
よ
り
」の
歴
史
を
汚
す
こ
と
の
無
い
よ
う
、
愛
称

の
募
集
や
紙
面
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
、
誰
に
と
っ
て
も
見
や

す
く
読
み
や
す
い
書
体
（
Ｕ
Ｄ
フ
ォ
ン
ト
）
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、

工
夫
を
凝
ら
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、限
ら
れ
た
予
算
と
紙
面
の
中
で
、よ
り
親
し
ま
れ
る
議
会

を
目
指
し
、そ
の
活
動
や
議
論
の
様
子
を
取
り
上
げ
、わ
か
り
や
す

く
掲
載
し
て
き
た
つ
も
り
で
は
あ
り
ま
す
が
、
慣
れ
な
い
議
員
の

手
作
り
紙
面
で
、
し
っ
か
り
と
そ
の
内
容
を
伝
え
ら
れ
て
い
る
の

か
、手
に
取
っ
て
見
て
も
ら
え
て
い
る
の
か
、い
つ
も
自
問
自
答
の

繰
り
返
し
で
し
た
。

こ
の
２
年
間
、選
任
さ
れ
た
広
報
班
員
と
し
て
編
集
・
発
行
に
携

わ
れ
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
、
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
次
回
か
ら
発

行
さ
れ
る
広
報
紙
の
益
々
の
充
実
を
期
待
し
、代
表
し
て
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

広
報
広
聴
特
別
委
員
長
　
和
田
里
志

編
集
・
発
行
責
任
者

議
　
長
　

谷
口
　
義
文

広
報
広
聴
特
別
委
員
会

　
　
　（
広
報
班
）

班
　
長    

和
田

里
志

副
班
長    

有
川

洋
美

委
　
員      

新
福   

愛
子

竹
下
日
出
志

峯
下      

洋

田
口   

幸
一

湯
之
原
一
郎

鈴
木   

俊
二

岩
下
陽
太
郎

松
元   

卓
也

萩
原   

哲
郎

編
集
後
記

　加治木石は火山の噴出物が堆積したもので地元の各所で採
石されていた。
採れる場所により呼び名も異なりその性質や見かけも異なる。
蔵王嶽の麓で採れる｢二瀬戸石｣が知名度も高く、色は肌色や
黄色がかったのもあり、表面は気泡穴があり、熱に強く加工し
易い。
　加治木町では旧市街地（仮屋町、岩原、萩原、諏訪辺り）に石
門、石蔵、石塀、石庭が見られるが、中でも森山家土蔵や旧郷土
館付属石造倉庫は有名である。

　鹿児島地方家庭裁判所加治木支部は先般改築されましたが、昔の石積は一部再現されています。
加治木石は、現在も取り壊された石材が再加工され、あいら斎場（悠久の杜）にも使用されています。

加 治 木 石

仮屋馬場筋

家裁加治木支部

ど　ぞ う

ふ た     せ    ど    い し

せき  ぞう  そう    こ

旧池田医院 解体中の石蔵 石蔵内部

購入した魚は希望でさばいてもらえる

令
和
４
年
�
月
��
日
発
行
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メ
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会
事
務
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姶 良 市 議 会 だ よ り

10年先も、残り続ける感動をｐ2

税金の使い方を確認 ！ｐ4

地元の誇り　加治木石ｐ16

市民目線で13人が市政を質すｐ10

議長を偲ぶｐ15

あ
い
ら
市
議
会
だ
よ
り
No.
45

AIA IGASA

No.45

12月
定例会
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